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図書館1

情報教育センター2

図書館は、「どこでも本を読める創造空間」をめざしており、3つのゾーンがあります。すな

わち、１階の①交流、活動の場、動的な空間である交流プラザゾーン②図書閲覧・学習の場・

静的な空間であるオープンライブラリーゾーン。そして２階の③学術研究、地域貢献の場

であるアカデミックゾーンです。空間的には壁の箱からガラスの箱への模様替えを行い、

来館者相互の活動が見通せ、開放的な雰囲気をつくりだしています。そして、次世代の学習

教育環境づくりに取り組んでいます。

情報教育センターは、全学的な共同利用施設の一つで、情報リテ

ラシー教育、卒業研究、教員研究などに利用されています。

平成31年度には、高速ネットワークブートに対応したクライアン

トPCと、最新OSとアプリケーションを導入した計140台の教育・

研究環境が構築されました。

また、本校は平成24年度から、校内に有線のギガビット・イーサ

ネットと無線LAN設備を配置し、Wi－Fiによるアクセス利用が可

能な環境を整備しています。学生が常時ネットワークを用いて情

報検索などを行えるようになり、ICT（情報通信技術）を利用した

より高度な学習が可能となっています。
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平成31年4月1日現在
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図書貸出冊数（冊）

蔵書数

平成30年度利用状況

図書館・情報教育センター
創造力を育成するために、専門的な知識や技術に加えて、リベラルアーツや幅広い総合知識が重要です。今後、そのような面に配慮した教

育カリキュラムと教育環境の整備が求められます。高専教育におけるリベラルアーツとは、技術者・産業人としての実践的な教養と言い換

えることができます。実践的な教養（アクティブリベラルアーツ）とは、人間や社会に関する深い理解と見識であり、また実践を通して得ら

れる洞察力と感性、広い視野、社会性などを培うための学術・教養・実践活動です。以上のことを理念及び趣旨とし、米子高専リベラルアー

ツセンターを平成28年度から設置しています。

【リベラルアーツセンターの使命と役割】
（１）アクティブリベラルアーツを実践し統括するための校内活動拠点

（２）高専教育と学生の活動を地域・社会に発信する機関（広報活動の拠点）

（３）高専制度・高専教育の特色、これからの産業を担う技術者に必要な教養教育とは何か等、について研究する機関

科学技術成熟社会､経済グローバル化時代の
技術者等が備えるべき資質と能力

リベラルアーツセンター

エンジニアリング
デザイン能力技術者マインド

■ソーシャルデザイン能力

ソーシャル
デザイン能力

基礎科学
専門知識
技術･技能

実践に裏付けられた創造力､洞察力､独創性､広い視野､社会性などの力を基礎として､社会的
価値あるものをデザインできる力

■アクティブリベラルアーツ
実践に裏付けられた上記の各力を培うための実践活動や芸術･教養
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41 42医工連携研究センター 学生相談室・キャリア支援室

■研究開発事業の実績
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本校は平成28年11月に鳥取大学医学部と包括連携協力に関する協定を締結しまし
た。これを受けて、双方が有する専門的な知見・情報の共有や連携により、地方創生
にかかわる地域産業の振興と人材育成に貢献することを目的とした「医工連携研究セ
ンター」が創設されました。特に、鳥取県及び地域の産業界と連携し医療福祉分野の
共同研究や技術開発、また、医工学人材の地域協働教育による育成などを通じて地
方創生事業の一翼を担うことを目標としています。さらに、平成30年10月にはYMCA
米子医療福祉専門学校とも包括連携協力協定を締結することで、医療分野だけに
留まらず福祉・介護分野に亘る研究開発や地域協働教育にも取り組みを拡大してお
ります。

【協働教育事業実績：平成30年度】
○フロンティア工学セミナー（本科４年生対象）の実施（平成30年8月20日～21日）
○鳥取大学医学部教職員向けクロスオーバ講義（XO講義）Ⅰ実施
　（平成30年8月27日）テーマ：「ビッグデータと自己組織化マップ」
　米子高専教授　権田 英功 氏　　　
○第２回とっとり医工連携フォーラム実施（平成30年9月2日）
　基調講演「地域包括ケアと機器開発－宇宙医学から発想を得て－」
　講師：YMCA米子医療福祉専門学校 校長　河合 康明 氏
　とっとり医療機器開発成功事例発表(Needs &Manufacturing)
　「オーラルシェルの開発」
　講師：医学部附属病院副部長 中力 直樹 氏・(株)ケイケイ会長 内藤 邦武 氏

○鳥取大学医学部学生向けクロスオーバ講義（XO講義）Ⅰ－2実施
　（平成30年9月26日）
　テーマ：「鳥取県の現状と米子高専の医工連携への取り組み」センター長 大塚 茂 氏
　テーマ：「歯科用マウスピース Oral Shellの紹介」
　講師：鳥取大学医学部附属病院診療支援技術部副部長　中力 直樹 氏
○専攻科「複合社会技術論」（医工連携を内包したもの）講義
　後期に計３回実施（平成30年11月8日・11月15日・11月22日）
○進路研究セミナーにて「医工連携企業相談会」の開催（平成31年1月12日）
○数理データサイエンス講義「ゼロから学ぶAI(初級編)」の実施（平成31年3月7日）
○鳥取大学医学部教職員向けXO講義Ⅱ－1実施（平成31年3月15日）
　テーマ：「健康寿命の延伸：生活
　見守りシステムの研究」米子高専
　教授　松本 正己 氏
○鳥取大学医学部学生向けXO講
　義Ⅱ－2実施（平成31年3月27日）
　テーマ：「核磁気共鳴の基礎と医
　療診断への活用」米子高専教授
　田中　晋 氏

医工連携研究センター開所式セレモニー
（平成29年9月）

▲コントローラーユニットの
　共同開発
※（株）MICOTOテクノロジー社提供

▲シミュレーターロボットの
　口腔・鼻腔・咽喉頭の再現性検討
※（株）MICOTOテクノロジー社提供

医工連携研究センター

本校のキャリア支援は、1年生の高専OBによるキャリア講

演会、2年生のオープンファクトリーによる地元企業見学、

3年生での工場見学旅行による県外企業見学、4年生以上で

のインターンシップや進路研究セミナーの開催など、学年

進行に応じて自分の生き方を設計する力を身に付けるため

の体制がとられています。

景気動向などによらず、就職と進学ともに、ほぼ100%の進路決定

率を維持しています。これまでの先輩方の実績により、多くの企

業に『学校推薦制度』での採用試験に臨むことができ、就職活動に

多くの時間を費やすことなく学業に専念できます。

米子高専のキャリア支援は、自分が進むべき適性を判断するキャ

リア（職業・就業知識、実地経験）を身に付け、社会で活躍するため

の人生設計を支援しています。

キャリア支援室は、職業・就業知識を身に付けたり、実地経験を積み重ねる機会を提供することで学生一人ひとりの人生設計をサポート

します。 女子学生が多い米子高専では、女性のための身だしなみ講座を実施するなど、女子学生のための支援も積極的に行っています。

本校のキャリア支援は、地元企業（米子高専振興協力会）などと協力して行うオープンファクトリー（企業見学）のように、地域とともに取

り組む活動を行っている点に特徴があります。

学生相談室

高専ならではの一貫性のあるキャリア支援

卒業生の3～4割が、国公立大学や米子高専専攻科へ進学しています。各国公立大学には高専生入学枠が設けられているため、編入学試験

日程が重複しなければ複数の大学を受験することができます。また、米子高専専攻科に進学し、2年間の課程を修了しても大学と同じ学士

（工学）の学位が得られ、国公立大学の大学院へ進学することができます。

高専卒業生は、産業界からの評価が高く、景気動向にかかわらず企業から非常に多くの求人があります。

１００％の進路決定率

国立大学などへの多くの選択肢とずば抜けて高い求人倍率

【図1】進学者・就職者の割合（５年制終了時）

□進学（大学・専攻科）　□就職　□その他

【図2】求人倍率比較

【図３】就職（内定率2009～2018年度卒）

米子高専の一貫したキャリア支援
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進路指導
インターンシップ（10日間）米子高専生のための進路研究セミナー

共同研究等（特別研究指導）
進路指導、共同研究等（卒研）キャリア講演会など

校外実習（インターンシップ5日間） 
米子高専生のための進路研究セミナーなど

工場見学旅行（県外）

高専OBによるキャリア講演会など
校外研修旅行（オープンファクトリー：山陰の企業見学）
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キャリア支援室

本校には、学生一人ひとりがよりよい高専生活を送れるようにサポートする学生相談室があります。

勉強方法や友人関係、進級の問題、就職、進学や将来について、また、ストレスなどからくる不眠、体調不良

などの悩みごとを相談するために開設されています。勉強関係、進路などは教員の相談員、健康面は看護

師、不安や悩みなら専門のカウンセラー（臨床心理士）、精神科医がそれぞれのケースに応じて面談してい

ます。

学生相談室

2018年度

●医療シミュレータや医療器具の共同研究・開発
●医療・福祉ロボットのプリント基板等に関する研究開発
●移乗移動ロボットの運転性向上のための研究
●ウェアラブルな動脈硬化度測定システムの研究・開発
●うつ病のサブタイプ分類を可能にするスクリーニングツールの開発
●サービス付き高齢者向け住宅の要介護フェーズに応じた地震時
　防災・避難の計画立法方法

■医工連携研究のための開発シーズ例
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■主要設備
●加速度脈波測定システム　ユメディカ アルテットC
●光電脈波計（日本光電社製）MPP-4000シリーズ
●サーモトレーサー （NEC 三栄） TH7102WV
●単結晶X線結晶回析D8 Quest（Bruker社製品）
●核磁気共鳴スペクトル（Bruker社製品）
●GPUサーバ・nVIDIA P100×4（㈱HPCテック社）
●ホログラフィックコンピュータ Microsoft HoloLens
●医療用シミュレータロボットmikoto（㈱MICOTOテクノロジー社）

（倍）
2017年度

37％

61％

2016年度

32％

65％

2017年度2016年度

2018年度
2％

31％

67％
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機械加工エリア

汎用フライス盤　NCフライス盤　汎用旋盤　CNC普通旋盤　各種ボール盤　ホブ盤　平面研削盤　各種溶接機　電気炉　鋳造・鍛造設備　３Ｄプリンタ
テクニカル・サポート・ルーム（多目的実習室）

現在の主な設備は以下の通りです。

男女共同参画推進室・技術教育支援センター・ものづくりセンター

ものづくりセンター

教育支援（工作実習） 技術支援（ソルダリング講座）

本校発足以来の「実習工場」は、平成17年度に全国に先駆けて全面改修を実施

し、「ものづくりセンター」と名称を改め、機械工作実習はもとより、学生の“も

のづくり”技術教育支援、教職員の技術相談等の拠点となるべく、学校全体の

共用施設として新たな運用方法を開始しました。

平成21年度には工作機械等の大規模な設備更新を実施し、整備・充実した設備

は学生の実験・実習を始め、各種研究やロボコンやスターリング・エンジン製

作などの課外活動にも広く活用されています。

さらに、平成26年度には経済産業省の補助を受け、3Dプリンタ拠点整備事業

として、3Dプリンタが設置され、地域とのつながりも深まっています。

主な業務

教育支援
技術支援支 援 研究活動

研修参加
ＦＤ

共同研究・受託研究
技術相談・その他（産学官事業参加）

連 携

研修、セミナの開催
情報提供

発 信

地域共同
テクノセンター

本校は、人権を尊重し、性別にかかわりなく、個人の能力を十分に発揮して活躍できる社会の実現を目指して、男女共同参画推進室を設置

（平成29年11月）し、創造性に富む実践的技術者を育成することを通して、技術科学分野への男女共同参画を推進しています。教育活動全

般を通じた男女共同参画の推進として、女子学生が技術者としてのキャリア形成ができるよう支援するとともに、 性別にかかわりなく快

適に学べる修学環境（女子寮・更衣室・トイレ等の施設、安全・安心対策・学生相談等)の整備を図っています。

男女共同参画推進室国際交流支援室

日本の産業を支える技術者を養

成する本校では、実験・実習を通

じた技術指導が重要であること

は言うまでもありません。技術教

育支援センターは、ますます複雑

化・高度化する技術にも対応し得

るよう、技術職員の能力、資質の

向上を図り、さらには技術の保

存・伝承が行える環境を整備する

ことを目的として設置されまし

た。日進月歩する技術に対応し、

学生に対するこれまで以上に高

度な技術教育支援をすると同時

に、地域との連携にもあたりたい

と考えています。

技術教育支援センター

オーストラリア
（語学研修）

イギリス
（トビタテ！留学JAPAN高校生コース）

ベリーズ
（トビタテ！留学JAPAN高校生コース）

韓国
（研修旅行）

フィリピン
（語学研修）

マレーシア
（マラ工科大学語学研修）

【海外研修プログラム派遣実績】

合　　計

2016年度派 遣 先
研修旅行　他
研究室インターンシップ　他
語学研修
語学研修
科学技術研修・研究発表会
語学研修
語学研修
鳥取県・バーモント州青少年交流事業
トビタテ！留学JAPAN高校生コース
トビタテ！留学JAPAN高校生コース　他
トビタテ！留学JAPAN高校生コース
高専機構主催研修
高専機構主催研修
高専機構主催研修

 プ ロ グ ラ ム 名
17

0
0
8
9

0
1

1

2017年度
16

0
1
8

1
0
1

1

2018年度
14
7
8
2
0
3

2

2
1

1

本校では、２０１７年度より国際交流支援室を設置し、国際社会で活躍できるグローバル人材の育成を目的とした各種国際交流プログラムを実施し
ています。本校主催の韓国派遣研修、マレーシア派遣研修をはじめ、中国地区高専共催のオーストラリア、ニュージーランド、シンガポール、マレー
シアなどへの派遣研修等への参加を通じて異文化を理解し、国際感覚を養うことができます。

また本校では、マレーシアやモンゴル、ラオス、インドネシアなどの外国からの留学生の受入も積極的に行っており、これまで１４ヵ国９０名の留学生
を受け入れてきました。韓国からの短期研修生の受入も毎年実施しています。外国人留学生は、各種交流イベントを通じて本校学生や地域住民
の国際化に貢献しています。

韓  国
台 湾
フ ィ リ ピ ン
マ レ ー シ ア
シ ン ガ ポ ー ル
オ ー ス ト ラ リ ア
ニュージーランド
ア メ リ カ
カ ナ ダ
イ ギ リ ス
ベ リ ー ズ
イ ン ド ネ シ ア
フ ィ ン ラ ン ド
タ 　 　 　 　 イ

36 28 40
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公開講座等　

科学研究費助成事業 （単位：千円）※分担含む 外部資金の受入 （単位：千円）

公開講座一例
●身近な医薬品の合成 　●企業人を対象とした汎用旋盤講座（初級及び学び直し編）
●石取りゲームなどのゲームを通じて数学を体験しよう　●パズルをプログラミングで解いてみよう！
●親子で作るコロコロスッキリ貯金箱　●車の中身ってどうなってる？ハイブリッドカーの部品を手に取って見てみよう！
●親子で楽しむロボットづくり教室　●親子で楽しむプログラミング教室　●動かして学ぶプログラミング入門
●親子ふれあい科学教室2018　●マイコンで土鍋炊飯をしてみよう！　●iOSアプリケーション開発入門
●パソコンによるマイホームの設計　●競技プログラミング入門　●エンジョイ科学館

出前講座・連携講座例
●電気の科学実験室　●こども科学体験教室　化学分野　●小学生向けプログラミング教室　●夏休み工作教室
●リサイクル工作でインテリア雑貨を作ろう！　●音あそび　●あなたの足とバランスは大丈夫？
●科学じっけん教室：未来のはかせを目指そう！　●世の中で活躍しているロボットたち　●コマの不思議を体験してみよう
●米子こどもの科学教室2018　●オルゴールを作って音を見てみよう　●飛行リングを作ろう　●スライムを作ろう

出前講座「コマの不思議を体験してみよう」

出前講座「世の中で活躍しているロボットたち」

　※連携講座の人数は確定分のみ記載

公開講座「エンジョイ科学館」科学捜査館

公開講座
連携講座
出前講座
文化セミナー
合計

件数（件） 受講者数（人）
20
19
74
4

117

313
145

2,372
67

2,897

年度 区分 件数 金額

30

基盤研究（Ｃ）
基盤研究（Ｂ）
若手研究（Ｂ）

新学術教育研究 
（研究領域提案型）

合計

11
1
1

1

14

6,799
260

1,040

260

8,359

年度 区分 件数 金額

30

共同研究

受託研究

受託事業

寄附金

補助金

合計

21

6

2

39

12

80

15,358

6,791

1,324

25,394

15,155

64,022

区分

教員の研究活動　

地域社会の発展と活性化に貢献するとともに、本校の教育研究活

動に活力を与え、地域とともに躍進するため産学官連携を積極的

に推進しています。

民間企業等との共同研究、技術相談、技術交流、高度人材育成、生涯

教育などの実施をとおして地域との連携を深めるための諸活動

を行っています。

地域共同テクノセンターは、産・学・官連携
による活力ある地域社会への貢献をする
ための本校の窓口となる部門です。

●民間企業等から委託され研究を行い、その成果を委託者に報告します。
●研究に要する経費は委託者に負担していただきます。

受託研究
●民間企業等から研究経費や研究者を受け入れ、本校教員と共同で
　研究を行います。

共同研究

現場の疑問に技術・知識を提供します。
技術相談の結果、共同研究や委託研究等へ進展し、

さらなる成果を目指すこともできます。

地域の民間企業等が抱える技術的な課題に対し、
本校教員がアドバイスや情報提供を行います。

民間企業
などの
研究者

本校教員

共同研究の
実施

情　報

民間企業
などが
抱える課題

本校教員の
助言・
情報提供

問題解決
さらなる
研究へ

民間企業
などから
受託

本校教員
が研究を
実施

研究成果
等の報告

○外部資源を活用した効率的な開発
○新しい発想を取り入れた技術革新
○米子高専との連携で学生の採用へ
　つながる可能性

地域を元気に!
交流から

「技術・人材」を育む

米子高専の
研究・教育

学

民間企業の
開発技術

産

地域で活動
する団体

地域

行政機関の
支援体制

官

企 業 等 の メ リット

技術相談

地域共同テクノセンター


